
104人の虐殺、協定破りの攻撃を糾弾する
10月28日から29日にかけてイスラエルは停戦協定を踏み

にじってガザに大規模な攻撃を行い、104人の市民が殺され

ました。29日朝にイスラエルは停戦に戻ると宣言しながら、

その後も攻撃をやめていません。イスラエルのやっている

ことは完全な停戦協定違反で、停戦協定を破壊する行為で

す。イスラエルは停戦を空洞化させ、米国の対応を探りな

がら、停戦協定の破棄、戦争再開を狙っています。停戦協

定を破棄させてはなりません。

停戦協定に従い食料・物資の搬入を認めろ
イスラエル軍は協定で合意した食料や人道物資の搬入についても約束を守っていません。1日600

台のトラック入域の約束が、145台しか入れていません。ガザの飢餓状態はぜんぜん改善していませ

ん。人質の死体を早く返せと言いながら、捜索に必要なブルドーザの搬入を認めないなど、悪質な

妨害を繰返しています。

私たちはイスラエルに対して要求します。①停戦協定破りの攻撃をやめろ、停戦協定を順守せよ。食

料・物資の搬入を認めろ。②ガザ地域内からイスラエル軍を撤退せよ。③戦争終結に向けたハマスとの

協議に応じ、占領状態・植民地体制を放棄せよ。

世界中でイスラエル非難の声が上がっています。イタリアでは200万人！がデモとストライキで、

スペインやイギリスでも数十万がデモで、政府が厳しく弾圧するドイツでも7万人がデモをし、ガザ

との連帯を表明しています。世界からの非難の声とボイコット運動でジェノサイド国家イスラエル

を包囲しましょう。

トランプは利権追求とガザの植民地計画を放棄せよ

パレスチナの民族自決権を認めよ
現在の停戦につながったトランプの提案は、人質交換、イスラエル軍の撤退、ハマスの武装解除、

外国軍による治安維持、トランプをトップにする統治機構による支配と復興利権の独占が主な内容

です。それはイスラエルに代わって米国とアラブ王政諸国、欧州諸国が新しい植民地としてガザを

支配し、復興利権はトランプが全部ポケットに入れるというものです。

他方、ハマスが認めたのは、①人質の交換とイスラエル軍の撤退、食料と物資の搬入再開、②戦争終

結とパレスチナ人テクノクラートによる無党派の暫定統治機構受け入れだけです。第2段階協議では、

米国もイスラエルも西側諸国もハマス武装解除＝降伏を要求するでしょう。しかし、植民地住民に

は武装闘争の権利があます。パレスチナ人の民族自決権を奪いとることはできません。イスラエル

は戦争の継続と軍事支配・植民地支配の継続を追求していますが、これは論外です。恒久停戦・戦

争の終結は、「パレスチナ人のことはパレスチナ人が決める」ことを原則にして行なわなければなり

ません。それになしに問題は解決しません。新しい植民地化のトランプ提案を批判し、パレスチナ

の民族自決を認める声を上げましょう。

イスラエルは停戦協定を守れ！
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トランプはベネズエラを攻撃するな！
特殊部隊を撤退させろ、空母フォード派遣をやめろ

米国がベネズエラに戦争を仕掛ける危険が高まっています。ヘグセス戦

争大臣は、10月24日にヨーロッパに配備した原子力空母フォードにカリ

ブ海に移動せよと命令を出しました。ヨーロッパ海域の空母をゼロにして

でも移動せよと言うのは、ベネズエラ開戦を考えているとしか思えません。

米国はこれまで14隻のボートを爆破し57人を殺害しましたが、本命はベ

ネズエラ・マドゥーロ政権打倒です。現にトランプ大統領は何度も「次は地

上作戦だ」と言っています。

10月15日にトランプ大統領はCIAにベネズエラに対する特殊作戦を命

じました。ベネズエラを不安定化させ、戦争の口実を作らせようというもの

です。ベネズエラ政府はマドゥーロ大統領誘拐未遂事件を摘発し、反政府

戦力がトリニダードトバゴに停泊する米イージス艦を攻撃し、ベネズエラ政府のせいにして米国に開戦させ

る「偽旗作戦」を事前に阻止したと発表しています。

米軍はカリブ海にイージス艦4隻、原子力潜水艦、強襲揚陸艦3隻等と2200人の海兵隊などを動員し、

ベネズエラ侵攻の態勢をとっています。B52やB1爆撃機を飛ばして威嚇しています。米国は末に攻撃目標

のリストを作ったと報じられています。ベネズエラのマドゥーロ大統領に対する暗殺（馘首）攻撃をはじめ、

ベネズエラを侵略する危険性が高まっています。

ベネズエラ政府は防衛のために国軍の体制を強化すると共に、国民に防衛のために民兵に志願するよう

呼びかけています。800万人が民兵に志願し、全国のコムーナ（コミューン）がこれを支えています。簡単に

は侵攻を許さない体制を作っています。

ハンズ・オフ・ベネズエラ！ 世界中からベネズエラに手を出すなの声が広がっています。この不当極ま

りない侵略を許してはなりません。私たちも声を合わせて要求します。トランプはベネズエラを攻撃するな！

ベネズエラから手を引け！カリブ海から特殊部隊、艦隊を撤退させろ。

リブ・イン・ピースの企画案内

南京スタディーツアー参加の報告会
南京６０カ年実行委員会・大阪の今年のスタディーツアーに参加したリブインピースのメンバーが

ツアーの報告を行います

□ 11月16日（日） ２時から５時 エルおおさか南館72号室
（さきに709号室と間違った案内をしました。上が正しいです）

□ 参加費 200円

リブ・イン・ピース連続カフェ 第3回

「福島イノベーション・コースト構想とは
福島復興の名の下に進む原子力推進と軍事ビジネス」

ZOOM講演：福島イノベーション・コースト構想を監視する会 和田央子さん

□ 11月29日（土） ２時から５時 エルおおさか 南館101号室

□ 参加費 200円

次は陸上攻撃だと繰り返すトランプ


